
第４章 資 料

１ 清掃事業のあゆみ

年度 ご み 収 集 し 尿 収 集

昭和

２６

・旧青梅町区域の大部分２，８４４世帯

（全体の約４２％）を収集対象とし、うち

１，３５０世帯を直営による戸別収集を

開始する。（集めたごみは、手引車で河

辺地内（現東青梅４丁目）の野外焼却場

に搬入する。）

・ごみ収集同様、旧青梅町区域２，８４４

世帯を収集対象とし、加入世帯が６６４

世帯となる。

・青梅市師岡９６番地築地政一郎に汚物取

扱業の許可を与える。

・収集方法は、従来は各加入者の便槽から

し尿を樽にくみ取り、これをリヤカーに

積んで運搬していたが、三輪自動車、普

通トラック各１台を整備し、輸送力を強

化した。

・収集するし尿はすべて農家に還元する。

２７ ・加入世帯数が前年に比べて、２．１倍と

なる。（１，３９４世帯）

２８ ・運搬用リヤカーが１台増える。

２９ ・収集区域を、旧青梅地区の全域と根ヶ布

・千ヶ瀬・上長淵・師岡の一部に拡大す

る。

・塵芥焼却場（現長淵４丁目）が１０月５

日に完成し、ただちに焼却を開始する。

※ 総工費 ５，７１３，５００円

※ 焼却能力日量 ７．５ｔ

・加入世帯の増加に対処するため普通トラ

ック１台および手引車２台を整備する。

・危険物・もえがらの収集を一部区域で開

始する。

３０ ・大門・御岳・沢井上分・沢井下分区域の

全域および河辺・野上・二俣尾の一部を

収集地区に加える。

・一般加入者については１０日ごとの収集

とし、特殊加入者については５日ごとの

収集とする。

・８月から旧青梅町区域の厨芥収集を開始

する。（隔日収集）

・手引車を２台増加し、７台とする。

・７月１日、青梅市黒沢４７１番地小村品

吉に汚物取扱業の許可を与え、許可業者

数は２となる。

・し尿を農家に還元するため、貯留槽８槽

を大門地区に設置する。

３１ ・清掃条例を改正し、汚物処理手数料（ご

み）を４月１日から１世帯１か月３０円

（改正前２０円）とする。

・河辺地内（現東青梅４丁目）の旧野外焼

却場に堆積する焼却灰および不燃物、約

４，０００㎥を除去する。

・清掃条例を改正し、汚物処理手数料（し

尿）を４月１日から１樽（３６ℓ）２０円

（改正前１５円）とする。

・収集区域については、旧青梅地区・千ヶ

瀬・根ヶ布の全域および河辺上・上長淵

・下長淵・友田・駒木町・師岡・野上・

大門・今井・二俣尾・沢井上分・沢井下

分・御岳・畑中・黒沢の一部とする。

・加入世帯が２，０００世帯を超える。

（２，１９５世帯）

・初めてバキュームカー２台が稼働する。



年度 ご み 収 集 し 尿 収 集

３２ ・藤橋・下の一部を収集区域に加える。

・４月１日、築地政一郎に代わり、築地竹

次郎を汚物取扱許可業者にする。

３３ ・吹上の全部および下の一部を収集区域に加

える。

・危険物・もえがらの収集区域を、河辺・二

俣尾・沢井上分・沢井下分・御岳を除いた

全域に拡大する。

・化学肥料の普及に伴い、生し尿の農耕用利

用が激減し、し尿の農家還元が極めて困難

となったため、昭和３３年度・３４年度の

２か年継続事業により、し尿処理場の建設

に着手する。

※ 総工費 ５０，２２６，０００円

※ 加温消化（三機）方式

※ １日処理能力 ３６㎘

※ 建設位置 青梅市南小曾木字古武士

２６２９番地

３４ ・千ヶ瀬・師岡の一部および師岡市営住宅

を、夏季（６～１０月）期間、厨芥の収

集区域に加える。

・新町・柚木の各一部を収集区域に加え、

加入世帯が３,５１３世帯となる。

・３５年３月、し尿処理場が完成する

３５ ・４月、し尿処理場の運転を開始する。

・清掃条例を改正し、汚物処理手数料（し

尿）を４月１日から人頭割制（１人１ケ

月２０円）に改める。同時に、し尿処理

場投入手数料を設定し、３６ℓ当たり３円

とする。

・日影和田・南小曾木の一部を収集区域に

加える。

・一部区域を直営により収集する。

・し尿処理場からの放流水の影響により稲

作被害が発生し、井戸水も一部汚染され

る。

３６ ・加入世帯が３，０００世帯を超える。

（３，０６６世帯）

・ごみ収集用特殊自動車（圧縮車）１台お

よび厨芥収集用軽自動車（ミゼット）１

台をそれぞれ購入する。

・吹上・今寺・木野下・富岡の一部を収集

区域に加える。

・清掃条例を改正し、汚物処理手数料（し

尿）を４月１日から１人１ケ月３０円（

改正前２０円）に改める。同時に、し尿

処理場投入手数料を３６ℓ当たり１円（改

正前３円）に改める。

・加入世帯が５,０００世帯を超える。

（５，４７４世帯）

・４月１日、青梅市谷野８８番地水村博に

汚物取扱業者の許可を与え、許可業者数

は３となる。

・一部地形上の特殊区域を除き、し尿くみ

取り作業をバキュームカー６台で行う。

３７ ・収集量の増加に伴い、塵芥焼却炉の増設

（３．７５ｔ／日）を行い、処理能力を

１１．２５ｔ／日とする。

※ 工事費 ２，７２５，０００円

・厨芥の収集区域を、青梅・長淵・大門・

梅郷・沢井の各地区に拡げる。

・処理能力の増加と放流水の良化を目的と

して、東洋理化方式による処理施設の改

造に着手する。

・直営によるし尿収集を廃止する。

・し尿収集委託料引き上げの問題から、一

時許可業者の作業放棄事態が起こる。



年度 ご み 収 集 し 尿 収 集

・青梅地区は隔日、その他の地区は４日ご

とに収集することとする。

・ダンプトラックを１台購入する。

・４月１日、築地竹次郎に代わり、築地國

雄を汚物取扱許可業者とする。

・バキュームカー１台を増車する。

３８ ・清掃条例を改正し、汚物処理手数料（ごみ

）を４月１日から１世帯１か月５０円（改

正前３０円）に改める。

・厨芥の収集区域を、一部地形上の特殊区

域を除き、市全域に拡げる。

・ダンプトラック、軽自動車各１台を増車

する。

・８月、し尿処理施設の増設改良工事が完了

し、１日処理能力は５４㎘（１８㎘／日が

増加）となる。

※ 工事費 ９，２２８，０７０円

・清掃条例を改正し、汚物処理手数料（し

尿）を４月１日から１人１か月４０円（

改正前３０円）に改める。

・成木地区の一部と御岳山を除き、市内全

域を収集区域とする。

・バキュームカー２台を増車し、計９台と

なる。

３９ ・危険物・もえがら埋立地を、新たに青梅

市黒沢７００番地に求める。

※ 面積 １，４００．１３㎡

※ 土地購入費 １，０８８，０００円

・厨芥収集用軽自動車（ミゼット）１台を

増車し、計３台となる。

・加入世帯７，０００世帯を超える。

（７，０９４世帯）

・し尿処理施設での投入量が処理能力の限

界に達し、農家還元量が大幅に増える。

４０ ・危険物・もえがらの収集を、汚物取扱業

者に委託し、隔月収集から毎月収集に切

り替える。

・ダンプトラック１台を増車し、計３台と

なる。

・収集区域を、御岳山を除く市内全域とす

る。（８，２３５世帯）

・し尿処理施設増設の検討を本格的に開始

する。

・し尿処理場使用条例を廃止するため、し

尿処理場投入手数料（３６ℓ当たり１円）

を１０月から廃止する。

４１ ・厨芥収集の一部を、汚物取扱業者に委託し

、全市隔日収集とする。

・ダンプトラック１台、軽自動車（ミゼッ

ト）各１台を増車する。

・御岳山に、小型塵芥焼却炉を２基設置す

る。（処理能力０．５ｔ／日）

・不燃物埋立地として、新たに青梅市上長

淵１４１７番地内に面積１，９０９㎡の

山林を借上げる。（４２年１月から埋立

開始）

・加入世帯が９，０００世帯を超える。

（９，０３０世帯）

・し尿の農家還元量がますます増える。

４２ ・加入世帯が４，０８４世帯となる。

・収集能率の向上と経費の節減を図り、併

せて収集に対する排出者側の隘路を解消

するため、ダストボックスによる雑芥・

厨芥の混合収集を計画する。

・４３年１月から一部地域にダストボック

ス６０個を配置し、収集を汚物取扱業者

に委託し、隔日収集を開始する。

・４３年３月１６日、西多摩衛生組合に加
入する。

・同組合が運営する緑化園内に１日処理能
力１７０㎘のし尿処理施設を建設するこ
とが決定する。（建設費は全額青梅市が
負担）

・新し尿処理場付帯工事として、場外給排
水工事を一部施工する。
※ 工事費 １０，５５３，０００円

・道路幅員が狭く、し尿のくみ取りが不可
能な世帯の汲み取りを行うため、小型バ
キュームカー１台を購入する。



年度 ご み 収 集 し 尿 収 集

４３ ・８月１日、塵芥焼却炉を閉鎖し、同日か

ら青梅市排出のごみを西多摩衛生組合緑

化園焼却炉へ投入する。

・９月、ごみ収集区域を青梅・長淵・大門

・沢井各地区に拡大し、一般加入世帯（

９，７０６世帯）すべてを隔日・混合収

集とする。

・ダストボックス５２０個、クレーン付ダ

ンプトラック３台を購入する。

・危険物・もえがらの収集間隔を月１回か

ら月２回に変更し、御岳山の収集（月１

回）を開始する。

・厨芥の収集委託を直営に切替え、混合芥

収集の一部を汚物取扱業者に委託する。

・御岳山に、小型塵芥焼却炉１基を増設す

る。（処理能力０．５ｔ／日）

・７月、西多摩衛生組合名義により、三菱

重工業株式会社と新し尿処理場建設工事

請負契約を締結し、建設に着手する。

※ 建設年度 昭和４３・４４年度

※ 契約金額（本体工事のみ）

２３１，３５０，０００円

※ 高速酸化処理方式

※ １日処理能力 １７０㎘

・６月から、従来１か月１回であった収集

間隔を２０日に１回に短縮する。

・加入世帯が１０,０００世帯を越える。

（１０，６５６世帯）

４４ ・ダストボックス５３７個を購入する。

（ごみ用３２２個、危険物・もえがら用

２１５個）

・クレーン付ダンプトラックを、３台を更

新し、２台を増車する。

・６月、長淵・大門地区の危険物・もえが

ら収集をダストボックスに切替える。同

時に全市の収集間隔を、月２回から４回

（週１回）とする。

・９月、ごみ収集区域を、梅郷・小曾木・

成木各地区に拡大し、隔日混合収集とす

る。このため、全市がダストボックス（

一部地域紙袋収集）による混合収集とな

る。

・危険物・もえがら埋立地を、新たに青梅

市今井２４３４番地に求め、１１月から

埋立を開始する。

※ 面積 １４，１５３㎡

※ 土地購入費

３４，２５６，０００円

・西多摩衛生組合の新し尿処理場完成に伴

い、９月１日から投入開始する。同時に

市し尿処理場を閉鎖する。

・し尿処理場閉鎖に伴い、黒沢川堆積汚泥

しゅんせつ工事を施工する。

※ 工事費 １，２３０，０００円

※ 場 所 古武士橋から湯場橋まで

※ 延 長 １，０００ｍ

・１１月１６日、汚物取扱許可業者築地國

雄、小村品吉、水村博の３業者が企業合

同し、青梅新興株式会社を設立する。

このため、３業者の許可を取消し、１１

月１７日付けをもって新会社に許可を与

える。

４５ ・清掃条例を改正し、４月１日から一般家

庭のごみ処理手数料は無料とし、特殊加

入者については、月排出量２００㎏まで

控除、超える部分は１㎏５円に改める。

・手数料無料化と世帯数増により、ごみ用

ダストボックス１５０個を購入する。

・４月、粗大ごみ収集（月１回）を開始す

る。

・６月１日から業者委託区域（ごみ）を拡

大し、業者の稼働台数が２台となる。(直

営８台)

・６月 東青梅・沢井・小曾木・成木・青

梅（一部）の各地区の危険物・もえがら

・清掃条例を改正し、一般家庭のし尿処理

手数料を無料とするとともに、特殊加入

者については、月排出量１５０ℓまで控除

し、１５０ℓを超える部分は１ℓ２円に改

める。

・ 手数料の無料化に伴い、加入世帯が急増

したことから、収集車の稼働台数を１２

台に増車する。（１２月末１３，０００

世帯）



年度 ご み 収 集 し 尿 収 集

収集を、ダストボックスに切替える。

この切替えと世帯数増のため、ダストボ

ックス２８０個を購入する。

４６ ・４月１日、粗大ごみ収集回数を毎月２回

（改正前は月１回）に改める。

・ダストボックスの設置基準を改める。

※ 可燃物 １４世帯に１個

※ 不燃物 ２５世帯に１個

・１１月、西多摩衛生組合ごみ焼却施設増

設工事に着手する。（１５０ｔ／２４時

間）

・１０月、し尿処理施設での全量処理が不

可能になったため、今井地区の一部を借

用し、掘削・処理する。

※ 借用地

今井２０２３の２番地 ２，２８１㎡

今井２０１１の２番地 ２，６３２㎡

（昭和４８年３月３１日まで）

今井２０２２の２番地 ２，４５３㎡

４７ ・４月１日、清掃条例を全面改正し、「青梅市廃棄物の処理および清掃に関する条例」を

施行する。

・不燃物収集回数を、月２回から週１回に

改める。

・御岳山の不燃物収集を、月１回から２回

に改める。

・１１月３０日、西多摩衛生組合ごみ焼却

施設（１５０ｔ／２４時間）が完成し、

合せて１日の処理能力３００ｔとなる。

・「し尿浄化槽、清掃料金軽減措置に関す

る要綱」および「し尿汲取り不可能世帯

に対するし尿浄化槽設置資金貸付要綱」

を設置する。

・し尿浄化槽清掃について、年１回に限り

清掃料金の一部を補助する。（単独処理

のみ）

・今井地区にし尿処理対策委員会が発足す

る。

・１２月、し尿処理施設での全量処理が不

可能となったため、今井２０２２の２番

地（２号地）を掘削する。

・４８年１月、西多摩衛生組合し尿処理施

設（第２）工事に着手する。

（１５０㎘／日）

４８ ・４月、ダストボックスの設置基準を改め

る。

※ 可燃物 １３世帯に１個

※ 不燃物 ２３世帯に１個

・４月、し尿浄化槽清掃料金について、合

併処理も補助対象とする。

・４９年３月、西多摩衛生組合し尿処理施

設（１５０㎘／日）が完成する。合わせ

て１日の処理能力は３２０㎘となる。

４９ ・「青梅市廃棄物の処理および清掃に関する条例」の一部を改正する。

・特殊占有者については、月排出量２００

㎏まで控除し、超える部分は１㎏につき

５円に改める。

・１２月～３月、青梅市不燃物埋立地の埋

立部分の一部を掘削（西多摩衛生組合内

の埋立地に移送処理）し、施設の長期使

用を図るとともに、危険防止のため周囲

に塀を設置した。（８，１９０㎡）

・特殊占有者については、月排出量１５０ℓ
までを控除し、超える部分は１ℓにつき３
円に改める。

・６月～９月、し尿終末処分地（汲取式水
洗便所、浄化槽等から排出するし尿汚泥
）の施設を整備する。
※ 今井２０２３の２番地（１号地）
※ 借上面積 ２，２８１㎡

・９月、し尿終末処分地（２号地）への投
入を中止する。
（今井２０２２番地の２）

※ ５０年度埋立工事、５１年度整備工事
を完了し、５１年１１月１５日に２号地
を返還する。
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５０ ・４月～６月、青梅市不燃物埋立地の埋立

部分の一部を掘削し、西多摩衛生組合の

埋立地に処理する。（１３，６０２㎡）

・ダストボックスの設置基準を改める。

※ 可燃物 １２世帯に１個

※ 不燃物 変更なし

（２３世帯に１個）

・７月、今井無線自治会から不燃物埋立地

に対する周辺対策として、集会施設建設

を要求される。

・８月～３月、し尿終末処分地（２号地）

返還に伴う埋立工事を施行する。

５１ ・４月１日、「青梅市廃棄物の処理および清掃に関する条例」の一部を改正する。

・特殊占有者については、月排出量２００

㎏まで控除し、超える部分は１㎏につき

１０円に改める。

・１０月１日家庭雑排水吸込槽の清掃料金

の一部を補助する軽減措置を実施する。

・５２年３月、今井無線自治会集会施設が

周辺対策費補助と集会施設設置事業補助

により建設される。

・特殊占有者については、月排出量１５０ℓ

まで控除、超える部分は１ℓにつき５円に

改める。

・１１月１５日、し尿終末処分地（２号地

）を土地所有者に返還する。

５２ ・羽村町および瑞穂町において、廃棄物の

終末処分を行った行為にかかる周辺の環

境整備事業等に対し、両町と廃棄物終末

処理対策協議会（２１市）との協議によ

り、総額３億円で和解し、４月５日に協

定を締結し、解決する。

・１１月、御岳山に設置してある簡易焼却

炉を廃止し、新たにバーナー付の焼却炉

３基を設置する工事に着手し、年度内に

１基、次年度に２基完成する。

・５３年３月、不燃物埋立地の埋立部分の

一部を掘削・搬出する。

（５，１００㎡）

※ 工事費用 ２３，５６２，０００円

・４月２８日、御岳山のし尿くみ取りを開

始する。（サイフォン方式）

・５３年２月、御岳山のし尿くみ取りに伴

う貯溜槽を設置する。

・貯溜槽設置に伴う土地借上料として、

２００，０００円を交付する。

※期間（５７.１０.１～７２.８.３１）

５３ ・５月１日、「青梅市廃棄物の処理および清掃に関する条例施行規則」の一部を改正する。

・１０月 不燃物埋立地の埋立部分の一部

を掘削・搬出する。（１１，２００㎡）

※ 工事費用 ５８，８００，０００円

・くみ取式水洗便所等を使用する占有者で

水洗便所改造義務期限の２年前までに限

り減額を認めると改める。

・５月２０日、青梅市公共下水道の一部が

供用開始となる。

・８月３１日、し尿終末処分地（１号地）

の投入を中止し、処分地の埋立、残土置

場の整備工事を施工する。

・９月、汚水施設を整備し、投入を開始す

る。

５４ ・４月、不燃物埋立地整備用機械コンパク

タを購入する。

・ごみ減量運動に取組むため、資源再利用

推進報償金交付制度と家庭用ごみ焼却器

・６月～８月、し尿終末処分地（１号地）

返還に伴う整備工事を施工し、３月をも

って返還する。
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購入補助金交付制度を実施する。

５５ ・４月１日、「青梅市廃棄物の処理および清掃に関する条例」の一部を改正する。

・特殊占有者については、月排出量２００

㎏までを控除し、超える部分は１㎏につ

き１５円に改める。

・１１月１日、東京都三多摩地域廃棄物広

域処分組合が発足する。

・５６年１月、不燃物埋立地の埋立部分の

一部を掘削・搬出する。

（１５，６００㎡）

※ 工事費用 ９５，１６０，０００円

・５６年３月、不燃物埋立地周辺対策とし

て、地元自治会および隣接地入間市桂地

区との覚書により、協力報償金を交付す

る。

・特殊占有者については、月排出量１８０ℓ

までを控除し、超える部分は１ℓにつき６

円に改める。

・５月１日、し尿くみ取り不可能世帯の解

消を図るため、し尿くみ取り器具設置費

補助金制度を実施する。

５６ ・１０月、不燃物埋立地整備用機械ブルド

ーザーを購入する。

・１２月、「青梅市リサイクルセンター（

以下「リサイクルセンター」という。）

建設基本計画」を策定する。

・５７年２月、リサイクルセンター建設地

を決定し、諸調査を開始する。

・１０月、公共下水道の供用開始に伴い、

し尿くみ取りの委託車両台数を１台減車

し、１６台とする。

５７ ・１２月９日、リサイクルセンター建設に

着工する。

※ 破砕選別処理施設

７４９，９００千円

※ 焼却処理施設

１，１９８，０００千円

・５８年１月、し尿くみ取りの委託車両台

数を１台減車し、１５台とする。

５８ ・４月１日、「青梅市廃棄物の処理および清掃に関する条例」の一部を改正する。

・水洗便所改造義務期限から２年を経過す

る占有者に対し、くみ取式普通便所使用

料金を使用家庭１人月額２６０円とし、

事業所およびくみ取式水洗便所等は従来

どおりとする。なお、月１８０ℓの基礎控

除は廃止する。

・１１月、し尿くみ取りの委託車両台数を

１台減車し、１４台とする。

・５９年３月、「青梅市廃棄物の処理および清掃に関する条例」の一部を改正する。

５９ ・占有者の事業活動等に伴うごみの廃棄物

処理手数料を、１㎏２０円に改める。

・４月２日、リサイクルセンターが稼働を

開始する。

・粗大および有害ごみ（乾電池）の分別収

集を開始する。

・昭和４４年から行っていた今井地区内の

埋立地への埋立を終了する。（昭和６０

年３月末まで）

・日の出町内に開設する東京都三多摩地域

・水洗便所改造義務期限から２年を経過す

る占有者に対し、くみ取式普通便所使用

料金を使用家庭１人月額４００円とし、

事業所およびくみ取式水洗便所等は、１ℓ

１０円に改める。

・７月、し尿くみ取りの委託車両台数を１

台減車し、１３台とする。
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広域処分組合谷戸沢処分場への埋立を開

始する。

６０ ・今井５丁目地内の不燃物埋立地の埋立終

了に伴い、協力報償金等について、今井

５丁目自治会および入間市桂地区と協議

し、報償金の切下げと美化デーごみ等に

ついて当分の間埋立てを継続することが

決定した。

・６月、上記不燃物埋立地への埋立終了に

伴い、コンパクタを売却処分する。

※ 売却金額 １，５００千円

・じんかい収集基地施設整備工事および公

共下水道接続等整備工事を開始する。

※ 工事費 ４，８２８千円

・８月、西多摩衛生組合施設整備検討委員

会が設置される。

・１０月、可燃ごみ収集委託車両台数を１

台増車し、１２台とする。

・７月、し尿くみ取り車委託車両台数を１

台減車し、１２台とする。

６１ ・御岳山焼却炉１号炉整備工事を行う。

※ 工事費 ３，４５０千円

※ じんかい収集車２ｔ車１台を更新す

る。

・４月、「浄化槽清掃経費軽減措置に関す

る要綱」の一部を改正する。

・１０月、「青梅市合併処理浄化槽設置事

業補助金交付要綱」を新設する。(公害対

策課)

・１０月、し尿くみ取りの委託台数を１台

減車し、１１台とする。

・１１月、浄化槽汚泥水等脱水処理委託を

開始する。

６２ ・１１月 可燃ごみ収集委託車両台数を１

台増車し、１３台とする。

・御岳山焼却炉１号、２号および３号炉の

上屋を塗装する。

・６３年２月、青梅市市街化調整区域内汚

水処理検討委員会を発足する。（下水道

部）

・６３年３月、し尿くみ取りの委託台数を

１台減車し、１０台とする。

６３ ・青梅新興が道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）第４条第２項による一般区域貨物

自動車運送事業の経営について、昭和６３年５月１０日付関自貨２第４９０号で関東運

輸局長より免許を受け、昭和６３年９月２日より運輸を開始する。

（車のナンバーが自家用から営業用となる。）

・今井５丁目の不燃物埋立地の一部を整備

し、地元用の運動広場を設置する。

・４月、「浄化槽清掃経費軽減措置に関す

る要綱」の一部を改正する。

平成

元

・４月、家庭用生ごみ処理機器等購入補助

金交付制度を実施する。

・４月、資源回収事業協力助成金交付制度

を開始する。

・４月・１０月、可燃ごみ収集委託台数を

各１台増車し、１５台とする。また、不

燃ごみ収集委託台数を１台増車し、６台

とする。

・塵芥収集車（２ｔ車）の更新に伴い、

リレーパック車（３．５ｔ車）を導入す

・４月・２月、し尿くみ取り委託台数を各

１台減車し、８台とする。
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る。

・青梅新興にスプーンパッカー車（２ｔ車

）が１台導入される。

２ ・可燃ごみ収集委託車両台数を１台増車し

１６台とする。

・塵芥収集車（２ｔ車）４台の更新に伴い

リレーパック車（３．５ｔ車）４台を導

入する。

・青梅新興にスプーンパッカー車（２ｔ車

）が１台増車され、２台となる。

３ ・塵芥収集車（２ｔ車）の更新に伴いリレ

ーパック車（３．５ｔ車）を導入する。

また、動物死体処理車（軽トラック）１

台を新規に導入する

・１０月、不燃ごみ収集委託車両台数を１

台増車し、７台とする。

・青梅市ごみ問題検討協議会（平成３年６

月～平成４年３月）を設置する。（当市

のごみ問題についての「提言」をまとめ

る。）

・し尿くみ取り委託車両台数を、４月と２

月に各１台減車し、６台とする。

４ ・占有者の事業活動等に伴うごみの廃棄物

処理手数料を、１㎏２３円に改める。

・美化デーごみ等の処分、埋立を行ってい

た今井５丁目地内の不燃物埋立地を廃止

する。（平成４年１１月７日付行政財産

としての用途廃止手続を行う。）

・１２月、発泡スチロール（食品用白色ト

レイ）・ペットボトルを、市内スーパー

店頭および市役所および市民センターで

回収を始める

・くみ取式普通便所使用料金を、使用家庭

１人月額５００円とし、事業所およびく

み取式水洗便所等は、１ℓ１２円に改める

。

・５年３月 「青梅市廃棄物の処理および清掃に関する条例」を全部改正して、新たに「

青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例」を制定する。

５ ・条例にもとづき、「青梅市廃棄物減量等推進審議会」を設置する。

・塵芥収集車（２ｔ車）の更新に伴い、ス

プーンパッカー車（２ｔ車）１台を導入

する。

・７月、新町・河辺町・藤橋・今井地区で

ビン・カンの分別収集を開始する。

・８月、不燃ごみ収集委託車両台数を１台

増車し、８台とする。

・１０月 粗大ごみの電話申込みによる戸

別有料化収集を開始する。（委託台数４

台）

・１０月２４日、リサイクルフェスティバ

ルの開催に合わせ、リサイクルセンター

内にリサイクルショップが開設される。

・１１月、事業系一般廃棄物の処理につい

て、マニフェスト制度を導入する。

・６年２月 し尿くみ取り委託車両台数を１

台減車し、５台とする。
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・１２月 リサイクルセンターにおいてフ

ロンガスの引き抜き（冷蔵庫）を開始す

る。

・６年３月、「青梅市一般廃棄物処理基本計画」を策定する。

６ ・御岳山焼却炉の改修工事（１号炉）を行

う。

・１０月 大門・東青梅地区を新たにビン

・カンの分別収集地区とし、区域の拡大

を図り、収集を開始する。

・７年２月、青梅市し尿処理場の建設に着

工する。（青梅市・福生市・瑞穂町３市

町共同建設）

※ 総工費

１，１６４，０００，０００円

７ ・家庭用生ごみ処理機器の補助対象機種の

拡大および補助限度額の引上げを実施す

る。また、家庭用ごみ焼却器用煙突を補

助対象とする。

・７月～９月、河辺町１～３丁目で、プラ

スチックごみの実験収集を実施する。

・１０月～１２月、御岳山焼却炉の建屋建

替工事を行う。（１・３号炉）

※ 工事費 ４，８４１，０００円

・８年１月、ビン・カンの分別収集を御岳

山を除く市内全域に拡大する。

・８年１月、廃棄物減量等推進審議会にダ

ストボックス収集制度の見直しと家庭ご

みの有料化について諮問する。

・８年２月、リサイクルセンターにおいて

廃プラスチック固形燃料化システムが稼

働する。

８ ・６月～７月、御岳山焼却炉の改修工事を

行う。（２・３号炉）

※ 工事費 ７，７５０，０００円

・９年３月、廃棄物減量等推進審議会から

ダストボックス収集制度の見直しおよび

家庭ごみの有料化についての答申が出さ

れる。

・６月、西多摩衛生組合のし尿処理施設に

替わり、青梅市・福生市・瑞穂町の３市

町共同で建設していた「青梅市し尿処理

場」が稼働を開始する。

・６月、くみ取り式普通便所使用料金を、

使用家庭１人月額６００円とし、事業所

およびくみ取り式水洗便所等は１ℓ１５円

に改めるほか、当該供用開始区域内にお

ける水洗便所への改造義務期限後の経過

猶予期限を廃止する。

９ ・１２月、昭和５４年度から実施してきた

家庭用ごみ焼却器の購入補助制度を廃止

する。

・１０年１月、最終処分場の谷戸沢処分場

が埋立て完了に伴い、第二処分場である

二ツ塚処分場への一部搬入が始まる。

・４月、御岳山を除くし尿くみ取り委託業
務契約を車両台数制から従量制に変更す
る。（１kg当たり１１．４４円）

・９月、御岳山のし尿くみ取りに伴う貯溜
槽設置土地使用貸借契約の更新に併せ、
土地借上げ補償金２００，０００円を御
岳山自治会に交付する。

（平成９．９．１～平成２９．８．３１）

・１０年３月、平成６年１０月に着工する

中間処理施設の西多摩衛生組合の新処理

施設が竣工される。

・１０年３月、「青梅市し尿処理場」が青

梅市に帰属される。

・１０年３月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例」を一部改正する。

（ダストボックス収集制度の廃止、家庭系ごみおよび事業系ごみの有料化）



年度 ご み 収 集 し 尿 収 集

１０ ・４月、ダストボックス収集制度廃止およ

びごみの有料化に伴い、家庭用生ごみ処

理機器等の補助件数が殺到し、６月２５

日をもって今年度の補助を中止とする。

※ 補助台数 ６，１６７台

※ 補助額 ２８４，３２５，１６０円

・５月、ごみ収集制度変更に伴う住民説明

会を９月末まで市内全域で開催する。

・９月１日から指定収集袋の販売を開始す

る。

・１０月１日、戸別収集制度およびごみの

有料化を実施する。

・粗大ごみ収集を委託から直営へ変更する

ことに伴い、直営のリレーパック車５台

を粗大ごみ収集車４台、軽トラック１台

に更新する。

１１ ・１１月１日、リサイクルセンター内のせ

ん定枝資源化施設を稼動する。

・粗大ごみ収集車両（ＬＰＧ車）を増車す

る。（粗大収集車両計５台）

・１２月、御岳山地区に生ごみ処理機を設

置する。（３基）

１２ ・４月１日、リサイクルセンターへの粗大

ごみの個人持込みを開始する。

・御岳山地区での指定収集袋によるごみの

排出を開始する。（ステーション収集）

・ごみ収集車（軽トラック）１台を２ｔダ

ンプ（ＬＰＧ車）に更新する。

・東京都三多摩廃棄物広域処分組合が「エ

コセメント事業基本計画」を策定する。

・１３年２月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例施行規則」の一部

を改正する。（家電リサイクル法に該当する粗大ごみ品目の削除、事業系ごみ用指定収

集袋に小袋を追加）

１３ ・４月、事業系一般廃棄物処理手数料を改

定し、持込みごみ処理手数料を１㎏当た

り２０円（改定前１５円）とする。

・４月、家電リサイクル法の施行に伴い、

テレビ、エアコン、電気冷蔵庫および電

気洗濯機の行政回収を廃止する。以降は

青梅市家電リサイクル推進協議会で取り

扱うこととする。

・容器包装リサイクル法にもとづき、ガラ

スビンと食品用白色トレイの再生処理業

者への引渡しを開始する。

・不法投棄対策として、「不法投棄にかか

る情報提供サービスに関する覚書」を青

梅郵便局長および御岳郵便局長と締結す

る。



年度 ご み 収 集 し 尿 収 集

１４ ・４月、粗大ごみの「ふれあい収集」を開

始する。

・ごみ減量とリサイクルの促進に向けて組

織改正を実施、新たにごみ対策課を設置

し、環境衛生課の所管事務から廃棄物に

関する事務を移管する。

・「不法投棄にかかる情報提供サービスに

関する覚書」を、市内１３新聞販売店、

東京都森林組合青梅支所および京王タク

シーと締結する。

・行政改革方針にもとづき、年度末をもっ

て家庭用生ごみ処理機器等購入補助金交

付制度を廃止する。

・１５年３月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例」の一部を改正す

る。（青梅市廃棄物減量等推進審議会委員数を１５人以内から１２人以内に変更、１５

年４月から施行）

１５ ・１０月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例施行規則」の一部を改

正する。（粗大ごみ廃棄物処理手数料の表からパーソナルコンピュータを削除）

・４月、青梅市総合長期計画の中で、市民

１人１日１００グラムのごみ減量を目指

す「ごみ減量チャレンジ１００」事業を

計画し、ごみ減量に向けた積極的な取組

みを開始する。

・６月、容器包装リサイクル法にもとづく

資源化処理を拡大し、ペットボトルおよ

びその他プラスチック容器包装の一部に

ついて、再生処理業者への引渡しを開始

する。

・１０月、家庭用パソコンメーカーによる

自主回収の開始に伴い、行政回収を廃止

する。

・１６年３月、プラスチック容器包装の固

形燃料化処理を終了し、容器包装リサイ

クル法にもとづく全量処理に移行する。

・４月、青梅市し尿処理施設管理運営懇談

会委員から市議会議員３人を削除し、定

数を６人とする。

１６ ・７月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例」の一部を改正する。（

廃棄物手数料を１㎏当たり２０円を３０円に改正、１０月から施行）

・４月、資源の戸別収集にペットボトルを

追加し、ビン・ペットボトルとしての収

集を開始する。

・古紙類・繊維類・カンを青梅資源リサイ

クル事業協同組合へ搬入を開始する。

・１７年３月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例施行規則」の一部

を改正する。（廃棄物処理手数料の減免対象者に、障害者手帳の交付者がいる世帯で市

民税非課税世帯を追加）

１７ ・４月、汚れたプラスチック類および容器
包装以外の軟質系プラスチック類を可燃
ごみに分別変更する。

・４月、福祉施設のごみ収集有料化を開始
する。

・４月、一般のし尿くみ取り委託業務契約を

１kg当たり１１．４７円に変更する。御岳

山は３０．２３円



年度 ご み 収 集 し 尿 収 集

・１０月、有料ごみ袋の１枚売りを開始す
る。

・１８年３月、一般廃棄物処理基本計画書（平成１８年度～２４年度）を策定する。

・１８年３月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例」の一部を改正す

る。（動物の死体処理手数料を１体につき２，０００円から４，０００円に変更、１９

年３月から施行）

１８ ・４月、毎月第３日曜日に粗大ごみの持ち

込み受け入れを開始し、祝日の受け入れ

を廃止する。

・１０月、家庭系指定収集袋に特小袋（可

燃のみ）を追加する。

・３月、「青梅市ごみ分別ハンドブック」

を作成し全戸配布をする。

・１９年３月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例施行規則」の一部

を改正する。（粗大ごみ廃棄物処理手数料（別表第１）の一部を変更、１９年４月から

施行）

１９ ・容器包装プラスチックごみを不燃ごみと

分別して収集を開始する。（各月の第１

週は不燃ごみ（月１回）、それ以外の週

は容器包装プラスチックごみ（週１回）

・可燃性の粗大ごみの大きさの基準を５０c

m以上に変更する。

・皮製の衣料品も繊維類として回収する。

・４月１日から２０年３月３１日まで小金

井市の燃やすごみの受入れを西多摩衛生

組合で行う。（６，９３２トン）

２０ ・４月、「可燃ごみ」・「不燃ごみ」を「

燃やすごみ」・「燃やさないごみ」に名

称変更する。

・指定収集袋に「容器包装プラスチックご

み」を追加し、経過措置として「不燃ご

み」専用袋での排出可能を半年間延長す

る。（１０月に更に半年間延長する。）

・家庭系指定収集袋に特小袋（燃やさない

ごみ）を追加する。

・高齢者世帯の減免対象年齢を６５歳以上

に引き上げる。

・４月１日から２１年３月３１日まで小金

井市の燃やすごみの受入れを西多摩衛生

組合で行う。（４，３２０トン）

・４月、一般のし尿くみ取り委託業務契約

を１kg当たり１１．５２円に変更する。

・２１年３月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例」の一部を改正す

る。（資源ごみの持ち去り行為の禁止、罰則規定は７月から適用）

・２１年３月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例施行規則」の一部

を改正する。（粗大ごみ廃棄物処理手数料（別表第１）の一部を変更、２１年４月から

施行）

２１ ・４月、家電リサイクル法の一部改正によ

り、テレビ(液晶・プラズマ)と衣類乾燥

機が市では回収不能品に追加される。

・８月、リサイクルセンターへの粗大ごみ

・し尿処理施設汚泥冷却措置(空冷チラーユ
ニット)を更新した。

・４月、御岳山を除くし尿くみ取り委託業
務契約を従量制から１カ月



年度 ご み 収 集 し 尿 収 集

個人持込みにおいて、昼休み時間帯の受

付を開始する。

・２年間使用延長をしてきた「不燃ごみ」

袋での「容器包装プラスチックごみ」の

排出を３月末で終了する。

３，９６１，０００円（税込)に変更する
。御岳山は、１kg当たり３１．７４円（
税込)

・２２年３月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例」の一部を改正す

る。(ごみ処理手数料・粗大ごみ廃棄物処理手数料の一部を変更、２２年１０月から施

行)

・２２年３月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例施行規則」の一部

を改正する。(ごみ処理手数料・粗大ごみ廃棄物処理手数料の一部を変更、２２年１０

月から施行)

(「高齢者(65歳以上)のみの世帯」を「高齢者市民税非課税世帯」に変更、２３年４月

から施行)

２２ ・４月、収集部門と処理部門を一元化し、

リサイクルセンターをごみ対策課リサイ

クルセンター管理係とする。

・粗大ごみの自宅回収申込み受付時間を昼

休みにも拡大する。

・１０月の料金改定に合わせ、減免対象者

に配布する「燃やすごみ」指定収集袋の

半年間分を枚数調整し、後期分について

は、ごみ袋取扱店で交換できる引換券を

交付する。また、ごみ処理手数料（指定

収集袋）の改定により、一般家庭から出

るおむつの無料収集と、リサイクルセン

ターへの剪定枝の持込みを無料化する。

・今井作業所を閉鎖し、リサイクルセンタ

ーで白色トレイの選別作業を開始する。

・１０月、粗大ごみ料金の算定基準の一部

を幅と高さの合計に改め、新たな料金区

分を設定する。（収集単価１，０００円

、持込単価７００円）

・回収不可であったオルガン・電子ピアノ

・電子オルガンを粗大ごみに変更する。

・９月まで販売していた容器包装プラスチ

ックごみ袋と旧不燃ごみ袋を同サイズ10

枚1組単位の未開封のものに限って、１月

中旬から３月末日までごみ対策課・リサ

イクルセンター・各市民センターで等価

交換を実施する。

・３月、「青梅市ごみ分別ハンドブック」

を「青梅市ごみ減量・資源リサイクルハ

ンドブック」に改訂し全戸配布をする。

・７月１日から７月３０日まで多摩川衛生

組合の燃やすごみの受入れを西多摩衛生

組合で行う。（２，２３６トン）

・４月、御岳山を除くし尿くみ取り委託業

務契約を１カ月３，８８２，５７２円（

税込)に変更する。

・２３年３月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例施行規則」の一部
を改正する。(ごみ処理手数料・粗大ごみ廃棄物処理手数料の一部を変更、２３年４月
から施行)



年度 ご み 収 集 し 尿 収 集

２３ ・４月、化粧ビンの回収を燃やさないごみ

から資源ごみのビンに変更する。

・日曜日の粗大ごみの持ち込みを、第３日

曜日から毎週日曜日に拡大し、リサイク

ルセンター管理係の再任用職員で受け付

ける。それに合わせ、リサイクルショッ

プの開所日も同日に変更する。

・リサイクルセンターで、ごみ袋の販売と

ボランティア袋の配布を始める。

・高齢者世帯の減免対象について、６５歳

以上のみで構成される市民税非課税世帯

に変更する。

・ペットボトル・白色トレイの拠点回収を

直営から委託に変更する。

・臼を粗大ごみ対象から外し、コンクリー

ト付物干し台と漬物石を対象に加える。

・８月、福島第一原子力発電所の事故によ

る放射性セシウムの影響により、剪定枝

チップの市民への配布を自粛する。

・９月、公共施設の剪定枝受入れを中止す

る。

・２４年３月、し尿処理施設の投入ポンプ

等を更新する。

・２４年３月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例施行規則」の一部

を改正する。(高齢者世帯減免世帯へのごみ袋支給を年間１回にする。２４年４月から

施行)

・２４年３月、青梅市一般廃棄物処理基本計画（平成２４年度～平成３８年度）を改訂す

る。

２４ ・４月、ごみ対策課から清掃リサイクル課

に課名を変更する。

・高齢者のみの非課税世帯に交付するごみ

袋引換券を年間１回（４月）の発行に変

更する。（施行規則第１２号）

・６月１１日から２５年３月２２日まで、

宮城県牡鹿郡女川町の可燃性災害廃棄物

１，４２７トンを西多摩衛生組合で受け

入れる。（月～金、１日７～２０トン、

車両２～５台）

・１１月、剪定枝チップの市民への配布を

再開する。

・１２月、公共施設の陶磁器・ガラス類の

別袋での排出を開始する。

・２５年１月、公共施設の剪定枝受入れを

再開する。

・４月、浄化槽設置事業補助金交付事務を

都市整備部下水工務課へ移管する。

・２４年１２月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例」の一部を改正

する。(廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき技術管理者の資格を規定する。２５年

４月から施行)

２５ ・４月、かばん、靴、ベルト、ぬいぐるみ

類の無料回収を始める。（第４水曜日、

戸別回収）



年度 ご み 収 集 し 尿 収 集

・４月、家庭用廃食用油の無料回収を始め

る。（リサイクルセンター）

・１１月２～３日、青梅産業観光まつり会

場内にて使用済小型家電のイベント回収

を実施する。

・１２月、塵芥収集基地（長淵４丁目地内

）を閉所し、塵芥収集業務をリサイクル

センターに移転する。

・１２月２０日から２６年３月３１日まで

小金井市の燃やすごみの受入れを西多摩

衛生組合で行う。（１，５１２トン）

・２６年２月、使用済小型家電のボックス

回収を始める。（市役所、リサイクルセ

ンター、１１市民センター）

２６ ・不燃残さ（ガラス、陶磁器）の資源化に

伴い、東京たま広域資源循環組合への搬

入を９月で停止する。

・１０月、リサイクルセンターへの直接持

込の際の住所確認を始める。

・８月１日から２７年３月３１日まで小金

井市の燃やすごみの受入れを西多摩衛生

組合で行う。（２，４４３トン）

・４月、御岳山を除く、し尿くみ取り委託

業務契約を１か月３，９４０,４７１円（

税込）に、御岳山は１ｋｇ当たり

３２．６４円（税込）に変更する。

２７ ・４月、ガラス、陶磁器のリサイクルセン

ターへの直接持込による回収を始める。

・１月、有害ごみのリサイクルセンターへ

の直接持込による回収を始める。

・４月４日から２８年３月３１日まで小金

井市の燃やすごみの受入れを西多摩衛生

組合で行う。（１，８８１トン）

・４月、浄化槽市町村整備推進事業（市設

置型浄化槽事業）を開始する。

・２８年３月、浄化槽設置事業補助金交付

を終了する。

２８ ・コイン電池の有害ごみとしての回収を始

める。

・１１月５～６日、青梅産業観光まつり会

場内にてフードドライブを実施する。

・４月２日から２９年３月３１日まで小金

井市の燃やすごみの受入れを西多摩衛生

組合で行う。（１，８１７トン）

・２９年３月、青梅市一般廃棄物処理基本計画（平成２９年度～平成４３年度）を改訂す

る。

２９ ・ペットボトル・白色トレイの拠点回収を

３月末で終了する。

・小型家電リサイクル法の認定事業者と協

定を締結し、使用済のパソコンおよび小

型家電の宅配便を利用した回収を開始す

る。

・６月、青梅市し尿処理場の区域を青梅都

市計画汚物処理場として、都市計画決定

する。

・９月、青梅市し尿処理場基幹的設備改良

工事に着手する。

※ 工事年度 平成２９・３０年度

※ 工事契約金額

５９４，０００，０００円

・３０年３月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例施行規則」の一部

を改正する。(廃棄物処理手数料納入通知書の様式をコンビニエンスストア納付に対応した



年度 ご み 収 集 し 尿 収 集

ものに改める。平成３０年６月１日から施行)

３０ ・４月、粗大ごみ自宅回収の委託を開始す

る。

・４月、ガラスを第１・３・５週、陶磁器

を第２・４週に戸別収集を開始する。併

せて、ペットボトルの戸別収集を週１回

カンの戸別収集を第１・３・５週、ビン

の戸別収集を第２・４週に変更する。

・３１年３月、青梅市し尿処理場の基幹的

設備改良工事が完了する。

・３１年２月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例施行規則」の一部

を改正する。(技術管理者となることができる者の学歴要件に、学校教育法にもとづく専門

職大学の前期課程を加える。平成３１年４月１日から施行)

令和

元

・４月、粗大ごみの「ふれあい収集」を廃

止し、委託による「粗大ごみ運び出しサ

ービス」を開始する。

・８月、ごみの分別をＡＩが自動案内する

「ＡＩチャットボットによるごみの分別

案内」の実証実験を開始する。

・２年２月、青梅市リサイクルセンター容

器包装プラスチック処理ライン設置工事

に着手する。

※ 工事年度 令和元・２年度

※ 工事契約金額

１４８，５００，０００円

・２年３月、市内スーパー５店舗と河辺駅

前にて、マイバックキャンペーンとして

エコバックを配布する。

・２年３月、令和２年度版ごみ収集カレン

ダーのページ数拡充（８ページから２４

ページ）および広告掲載（１枠５０，０

００円、計１２枠）を開始する。

・４月、青梅市し尿処理場に、これまでの

青梅市、福生市、瑞穂町のし尿に加え

て、新たに羽村市のし尿と青梅市、福生

市、羽村市、瑞穂町の浄化槽汚泥の投入

を開始する。

・１０月、御岳山を除く、し尿くみ取り委

託業務契約を１か月３，５７５，０００

円（税込）に、御岳山は１ｋｇ当たり

３３．２５円（税込）に変更する。

・２年３月、「浄化槽清掃経費軽減措置に

関する要綱」の一部を改正する。

令和

２

・７月、フードドライブの受付を通年に変

更する。

・８月、ＡＩチャットボットによる粗大ご

み料金の案内を開始する。

・３年３月、市内在住の外国人向けにごみ

収集に関する情報をまとめたリーフレッ

ト「青梅市のごみと資源物の分け方・出

し方」を６ヶ国語（英語・タガログ語・

ベトナム語・中国語・韓国語・スペイン

語）で発行する。

・３年３月、リサイクルセンターの容器包

装プラスチック処理ライン設置工事が完

了する。

・６月、し尿処理施設管理運営懇談会を廃

止する。

・９月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例施行規則」の一部を改正

する。(延滞金および還付または充当加算金の割合の特例にかかる規定を平均貸付

割合を引用した規定に改める。令和３年１月１日から施行)

・３年３月、「青梅市廃棄物の処理および再利用の促進に関する条例施行規則」の一部を

改正する。(押印にかかる規定を削除する。令和３年４月１日から施行)



年度 ご み 収 集 し 尿 収 集

令和

３

・１０月、リサイクルセンターの維持管理

業務を委託化する。

・１２月、青梅市リサイクルセンター基幹

的設備改良工事に着手する。

※工事年度 令和３・４・５年度

※工事契約金額

４１８，０００，０００円

・４年３月、青梅市 LINE 公式アカウントに

てごみの分別案内を開始する。

・４年３月、ごみ収集に関する情報を分か

りやすく簡単な言葉でまとめたリーフレッ

ト「やさしい日本語版 青梅市のごみと資

源物の分け方・出し方」を発行する。

・４月、御岳山地区の収集運搬業務委託契

約を、これまでの１ｋｇあたりの単価か

ら、１日あたりの単価に変更する。

・４年３月、青梅市一般廃棄物処理基本計画（令和４年度～令和１８年度）を改訂する。

令和

４

・５年３月、市役所・リサイクルセンタ

ーにて、使用済みインクカートリッジ

の無料回収を開始する。

・５年３月、「浄化槽清掃経費軽減措置

に関する要綱」の一部を改正する。

令和

５

・６年２月、地域の情報サイトを運営す

る企業とリユースに関する協定を締結

する。

・６年３月、青梅市リサイクルセンター

基幹的設備改良工事が完了する。



２ 一般廃棄物収集・運搬委託の経過

(1) 燃やすごみ・資源ごみ（古紙・繊維類） ※資源ごみは平成１０年１０月１日から委託

昭和４１年１０月 １日 直営収集のほか、一部を水村博に委託する。

昭和４３年 ４月 １日 直営収集のほか、一部を小村品吉に委託する。

昭和４４年 ４月 １日 直営収集のほか、一部を水村博に委託する。

昭和４４年１１月１７日 水村博への委託分について、築地國雄、小村品吉および水村博の

３業者が企業合同し、青梅新興㈱を設立したことに伴い、同社に

委託する。

平成１０年１０月 １日 ダストボックス収集から戸別収集への移行と、直営収集の廃止お

よび古紙・繊維類の戸別収集開始に伴い、青梅新興㈱およびスイ

ハン企業㈱に委託する。

平成１６年 ４月 １日 青梅新興㈱およびスイハン企業㈱に加え、㈱大島商事に委託する。

(2) 燃やさないごみ・容器包装プラスチックごみ・有害ごみ

※有害ごみは平成１０年１０月１日から追加

※容器包装プラスチックごみは平成１９年４月１日から不燃ごみ

と分別して収集

昭和４０年１１月 １日 小村品吉に委託する。

昭和４４年 ６月 １日 築地國雄に委託する。

昭和４４年１１月１７日 築地國雄、小村品吉および水村博の３業者が企業合同し、青梅新

興㈱を設立したことに伴い、同社に委託する。

平成１０年１０月 １日 (1)に記載した収集制度への移行と、有害ごみの戸別収集開始に伴

い、青梅新興㈱およびスイハン企業㈱に委託する。

(3) 資源ごみ（ビン・カン・ペットボトル・ガラス・陶磁器）

※ペットボトルは平成１６年４月１日から委託

平成 ５年 ７月 １日 スイハン企業㈱、㈲青梅クリーンリサイクルおよび青梅新興㈱に

委託する。

平成 ８年 ４月 １日 スイハン企業㈱、㈲青梅クリーンリサイクル、青梅新興㈱および

奥住運輸㈲に委託する。

平成１０年１０月 １日 (1)に記載した収集制度の移行に伴い、㈲青梅クリーンリサイクル、

奥住運輸㈲、㈲サンクリーン永昌および共同企業㈱に委託する。

平成２３年 ４月 １日 ペットボトルと白色トレイの拠点回収を直営から委託に変更する。

平成３０年 ４月 １日 ペットボトルと白色トレイの拠点回収を廃止する。収集品目にガ

ラスと陶磁器を追加する。

(4) 粗大ごみ

平成 ５年１０月 １日 青梅新興㈱に委託する。

平成 ９年 ４月 １日 ㈲サンクリーン永昌に委託する。

平成１０年１０月 １日 委託収集を廃止して直営収集とする。

平成３０年 ４月 １日 直営収集を廃止し、委託収集とする。（ふれあい収集を除く。）

平成３１年 ４月 １日 直営による「ふれあい収集」を廃止し、委託による「粗大ごみ運

び出しサービス」を開始する。

(5) し尿収集、運搬

昭和２６年 ４月 １日 築地政一郎に委託する。

昭和３０年 ７月 １日 築地政一郎および小村品吉に委託する。

昭和３２年 ４月 １日 築地政一郎委託分について、築地竹次郎に変更する。

昭和３６年 ４月 １日 築地竹次郎、小村品吉および水村博に委託する。

昭和３７年 ４月 １日 築地竹次郎委託分について、築地國雄に変更する。



昭和４４年１１月１７日 築地國雄、小村品吉および水村博の３業者が企業合同し、青梅新

興㈱を設立したことに伴い、同社に委託する。



３ 一般廃棄物処理業等許可業者および浄化槽清掃許可業者一覧

（収集・運搬業４５社）

許可番号 名 称 所 在 地 電 話

収･運-1 ス イ ハ ン 企 業 ㈱ 青梅市今井 3-3-18 0428-31-0371

収･運-2 ㈲青梅クリーンリサイクル 青梅市今井 3-3-16 0428-33-5191

収･運-4 太 誠 産 業 ㈱ 豊島区南池袋 3-14-11 中町ビル 03-3989-0098

収･運-8 松 浦 商 事 ㈱ 立川市幸町 3-16-1 042-535-6001

収･運-10 青 梅 新 興 ㈱ 青梅市黒沢 1-699 0428-74-4281

収･運-14 ㈲ 鈴 木 商 店 青梅市野上町 3-2-20 0428-22-3814

収･運-18 三 田 商 会 青梅市二俣尾 2-712-4 0428-78-8733

収･運-19 ㈲ 吉 崎 商 店 青梅市藤橋 3-1-24 0428-31-4151

収･運-23 比 留 間 運 送 ㈱ 武蔵村山市中央 2-18-3 042-565-1336

収･運-24 ㈲ カ ワ ス ギ 埼玉県入間市宮寺 2310-23 04-2934-3600

収･運-25 丸 順 商 事 ㈲ 羽村市富士見平 2-1-14 042-554-2229

収･運-26 ㈲ 磯 野 商 店 青梅市師岡町 2-87-2 0428-22-0828

収･運-27 ㈱ 大 島 商 事 青梅市野上町 3-25-11 0428-24-8041

収･運-31 ㈲ サ ン ク リ ー ン 永 昌 青梅市勝沼 2-307-1 0428-22-8561

収･運-34 奥 住 運 輸 ㈲ 青梅市藤橋 3-18-14 0428-31-8881

収･運-36 ㈱ 加 藤 商 事 狛江市東野川 2-14-2 03-3480-5111

収･運-37 ㈱ エ ス ・ イ ー テ ィ 埼玉県所沢市東所沢和田 2-32-5 04-2951-7760

収･運-39 ㈱ ま ご こ ろ 清 掃 社 八王子市長房町 126-2 042-665-1761

収･運-40 ㈱ 星 光 青梅市河辺町 6-20-11 0428-24-7305

収･運-41 ㈱ 表 養 樹 園 武蔵村山市三ツ木 1-20-1 042-560-2531

収･運-44 共 同 企 業 ㈱ 青梅市新町 4-8-7 0428-31-3102

収･運-45 ㈲ 小 作 物 産 羽村市羽加美 3-5-25 042-554-2332

収･運-51 ㈱ 若 林 商 店 青梅市新町 7-28-5 0428-31-5101

収･運-52 ㈲ 福 瑞 商 会 福生市福生 2250-27 042-530-6014

収･運-54 ㈱ ア ユ ミ ・ プ ラ ン 埼玉県所沢市三ヶ島 1-144-3 04-2949-7720



（処分業２社）

許可番号 名 称 所 在 地 電 話

収･運-55 金 持 隆 太 郎
青梅市畑中 2-247-1 テラスハウス

須崎２ 西南側
0428-24-8757

収･運-60 新 日 本 物 流 ㈱ 八王子市高倉町 50-16 042-557-7931

収･運-62 ㈱ 遠 藤 商 会 埼玉県入間市狭山台 3-2-9 04-2937-5346

収･運-65 相 模 原 紙 業 ㈱
神奈川県相模原市中央区南橋本

1-18-15
042-773-3508

収･運-68 ㈱ ス イ ー ピ ン グ サ ー ビ ス あきる野市瀬戸岡 360-1 042-597-6111

収･運-71 ㈱ ア ク ト ・ エ ア 神奈川県愛甲郡愛川町角田 3667 046-280-1112

収･運-72 青 南 建 設 ㈱ 八王子市西片倉 1-25-1 042-624-0221

収･運-73 ㈱ 内 藤 ク リ ー ン サ ー ビ ス 羽村市双葉町 2-19-19 042-551-7110

収･運-75 ㈲ 古 川 新 興 府中市是政 3-65-1 042-365-2231

収･運-83 カ シ マ サ ー ビ ス ㈱ 杉並区高円寺南 2-13-3 03-3311-3604

収･運-84 ㈱ エ コ ワ ス プ ラ ン ト 西多摩郡日の出町平井 22-10 042-588-0072

収･運-87 ㈱ ケ イ ミ ッ ク ス 港区虎ノ門 1-3-1 03-3500-5900

収･運-90 ㈱ 東 広 西多摩郡瑞穂町大字二本木 651-8 042-557-7060

収･運-94 ㈱ ゼ ロ シ ス テ ム ズ 八王子市長房町 125-1 042-669-0900

収･運-95 ㈱ カ タ オ カ 青梅市東青梅 3-20-5 0428-24-5668

収･運-98 エ コ 丸 信 ㈱ 武蔵村山市伊奈平 2-27-5 042-520-8881

収･運-99 ㈱ サ ン ・ エ キ ス プ レ ス 国分寺市並木町 3-7-2 042-329-4320

収･運-101 ㈲ ミ ヤ マ 商 店 羽村市羽東 3-12-8 042-558-1801

収･運-103 ㈱ 田 邉 商 店 立川市一番町 5-5-1 042-520-0075

収･運-104 ㈱ フ ジ ラ イ フ 福生市志茂 207 042-513-0907

許可番号 名 称 所 在 地 電 話

処分-1 青 梅 新 興 ㈱ 青梅市黒沢 1-699 0428-74-4281

処分-4 青 南 建 設 ㈱ 八王子市西片倉 1-25-1 042-624-0221



（ 浄 化 槽 清 掃 業 １ 社 ）

（令和６年３月３１日現在）

許可番号 名 称 所 在 地 電 話

浄-1 青 梅 新 興 ㈱ 青梅市黒沢 1-699 0428-74-4281



ごみ減量・リサイクル通信

広報おうめ掲載記事



（参考）

令和６（2024）年３月１日発行 第２５号（不定期発行）

青梅市リサイクルセンター
青梅市リサイクルセンターは、みなさんの家庭から排出されたごみの資源化を推進し、

貴重な資源の有効活用等のために運営されています。

１　燃やさないごみおよび粗大ごみ等を

選別し、再生利用可能なものを回収し、

不要物を処理する破砕選別処理施設

２  容器包装プラスチック、ペットボト

ル、ビン等分別回収された資源ごみの

再利用に向けた中間処理施設

３　せん定枝をチップ化および微粉砕化

し、たい肥の原料等として植物資源の

有効活用の推進を図る資源化施設

　　　　　　　　　　　　　 リサイクルセンターの機能 　　　　　　　　　　　　　

一般会計に占める割合

4.7％
（対前年比　約0.2％減）

市民1人あたり年間

21,130円
（対前年比　467円減）

１世帯あたり年間

42,639円
（対前年比　1,521円減）

ごみ１㎏あたりの経費

76円
（対前年比　増減なし）

★経費増減の背景

①収集・運搬等：人件費や燃料費の

　　　　　　　　高騰により増加

②中間処理：西多摩衛生組合の負担

　　　　　　金が減少



（2）　R6.3.1 　ごみ減量・リサイクル通信　第２５号

ご家庭から収集した燃やさないごみと容器包装プラスチックごみは、一度青梅市

リサイクルセンターに集められます。

その後、作業員の手によりリサイクルできるもの（資源）・できないものに選別

していきます。

ご家庭から出す段階で正しく分別ができていないと、選別作業が難しくなり資源

が回収しきれなかったり、作業員がけがをしてしまったりする可能性があります。

また、ライターやモバイルバッテリー等を誤って燃やさないごみとして出すこと

により、ごみ収集車やリサイクルセンターでの火災・発火も起きています。

安全に資源化を行うため、正しい分別へのご協力をお願いいたします。

詳しい分別方法については、資源物・ごみ収集カレンダーやAIチャットボットを

ご活用ください。

★ごみ処理の流れ

青梅市では年間約１，４００トンの粗大ごみが排出されており、その中にはまだ使えるものも見受けられます。

粗大ごみとして捨ててしまう前に、地域の中で使用可能なものを必要な人に譲り渡してみませんか？？

青梅市は粗大ごみの「リユース（再利用）」の取り組みを促進するため、令和６年２月７日（水）に株式会社ジモティーと「リユー

ス活動の促進に向けた連携と協力に関する協定書」を締結しました。

ジモティーでは、どなたでも簡単に譲りたい不要品の情報を投稿することで、地元で譲り先を見つけることができるサービスを提供

しています。

まだ使えるものを必要な人へ譲ることでごみの削減に繋がりますので、ぜひご活用ください。

利用方法などはホームページでご確認ください。

また、リサイクルセンターに併設されている「リサイクルショップ」では、リサイクルセンターに運び込まれた

粗大ごみの中から、まだ使える自転車、家具等を選び、修理等を行った後、低価格で販売しています。粗大ごみ

だった自転車、家具等を、再び皆さんに利用していただくことで、資源の有効利用とごみの減量を図っています。

燃やさないごみ・容器包装プラスチックごみの
正しい分別にご協力ください。

粗大ごみのリユースに取り組みましょう！

▲手選別作業の様子　 車両火災の現場

▲

資源物 ・ごみ収集カレンダー

（市ホームページ）

AIチャットボットでの
ごみ分別案内

（市ホームページ）

50音順一覧

（市ホームページ）

詳しくはこちら
（市ホームページ）

家　　　　　　　　庭

収
集
・
運
搬

中
間
処
理
・
再
資
源
化

燃やさない

ご　　み
容 プ ラ 粗大ごみ 資　　源

再資源化事業者リサイクルショップ

古紙
再生紙、ダンボール

紙パック

繊維
リユース

（再利用）

金属製品の

材料として再生

西多摩衛生組合

リサイクル品

ショップで販売人工砂

再生プラスチック品
（パレット・食品トレー・ペットボトル

ポリエステル繊維 等）

灰をエコセメント

として再生販売

不 燃 性

残　　渣

可 燃 性

残　　渣
焼 却 灰

燃 や す

ご　　み

二ツ塚処分場

青梅市リサイクルセンター

※多くは資源として売却され、貴重な市の財源になっています。



1m 未満

10 ㎝未満

「木の幹」 「枝から落ちた葉っぱ」「枯れ枝」 「根っこの付いたもの」 「掃いて集めた葉やごみ」

（3）　R6.3.1 　ごみ減量・リサイクル通信　第２５号

ビンとガラスは見た目は同じように見えるものもありますが、ビンとガラスは違

う素材でできていたり、できあがるまでの作り方が異なります。

主に食品や飲料といった中に商品が入っているガラスビンは、多くがソーダ石灰

ガラスという材質のガラスでできています。そのため、リサイクルセンターで無色

透明なもの、茶色のもの、それ以外の色のものに分別することで、いろいろな種類

のビンが混じっていても再びビンとしてリサイクルすることができます。

一方で、コップや食器、窓ガラスやテーブルその他多くの製品にも使用されてい

るガラスは、ソーダ石灰ガラス以外のガラス材質のものや､特別な製造方法のもの

もあります。素材によって成分や溶ける温度が異なるため、ガラスがビンの原料に混ざると、適正に再利用ができなくなります。そのため、ビ

ンとは別にする必要があります。ガラスについては、粉々に粉砕し、人工砂としてリサイクルし、土木資材として活用されています。ちなみに、

陶磁器もガラスと同じように人工砂として再利用されています。

※間違いやすいもの

★ほ乳ビン：もともと中身（商品）が入っていないので、

　　　　　　「ガラス」です。

　→　耐熱ガラスなのでビンとしてリサイクルできません。

★異素材（鉄やプラスチックなど）と合体したものや、

　網入りガラスは「燃やさないごみ」（５０㎝以上は粗大ご

　み）となります。

　青梅市リサイクルセンターでは、一般のご家庭から出るせん定枝の持ち込みを受け付けており、持ち込まれたせん定枝を粉砕して、畑の補助

肥料用のチップなどにして資源化しています。

　持ち込む時の注意点

①　長さは「１ｍ未満」、太さは一番太いところが「１０ｃｍ未満」にしてください。

　→　長すぎる・太すぎるものは処理を行う機械が壊れてしまいます。

②　持ち込みは生枝に限ります（枯れ枝は×）

③　とげのついた枝は、とげのついていない枝とは別にしてお持ちください。

④　毒のあるもの（キョウチクトウなど）や竹、しゅろの葉などは長さを「５０ｃｍ未満」にして、

　他のせん定枝とは別にしてお持ちください。

　持ち込みできないもの

以下のものや太すぎるもの、石や土が混ざっていると機械に不具合が生じるため、

持ち込みできません。

せん定枝の処理と出し方

似ていても違う！ガラスとビンの見分け方
ビ　ン ガラス

飲料等の商品が

入っている容器
販売形態

コップや食器

といった製品

主に

ソーダ石灰ガラス
材　　質

ソーダ石灰ガラス

以外も含む

ビ　ン
主な

リサイクル
後の製品

人工砂

ガラス製品で飲料や食品などの中身（商品）が

入っていた 入っていなかった

ビ　ン ガラス
30㎝以上のものは「粗大ごみ」（大きさに決まりはありません）

ガラスとビンの見分け方フローチャート

　収集時間は、ごみの排出量、道路状況等により変わってきます。必ず午前８時までに出してください。

◎ごみの種別によって収集業者が異なります。このため、同じ日に種別の異なるごみ（下表参照）を排出される場合は、収集される時間が異な

りますので、ご承知おきください。

ごみの排出は午前８時までにお願いします。

種　　別 ご　み　の　種　類

燃やすごみグループ 燃やすごみ、新聞・折込チラシ、雑誌・雑紙、ダンボール・紙パック、繊維類

燃やさないごみグループ 燃やさないごみ、容器包装プラスチックごみ、有害ごみ

資源物グループ ペットボトル、ビン、カン、ガラス、陶磁器



（4）　R6.3.1 　ごみ減量・リサイクル通信　第２５号

★回収実績の報告

令和４年度には 2,566 ｔの資源物が集団回収実施団体の協力

を得て回収されました。 特に回収量が多かった品目は、 古紙類で

全体の82.3％です。 続いて、 びん類が 8.7％、 繊維類が 5.2％、

カン類が3.8％でした。 古紙類を中心に回収が盛んで、 資源回収

業者を経て、 それぞれの資源物ごとに再資源化工場に引き渡され、

再資源化されていきます。

また、 行政回収 （青梅市が主体でごみを回収すること） での資

源ごみの収集量は５，１８０t となっており、集団回収量より多くなっ

ています。 集団回収と行政回収にかかる経費 （人件費や燃料費）

を比較すると、 実は集団回収の方が少ない経費で行うことができ

るのです。

集団回収でごみの減量や資源の有効活用が促進されることで、

ごみ処理経費の削減につながりますので、 資源物はぜひ地域の集

団回収に出すようご協力をお願いします。

★青梅市資源回収事業協力業者を
受け付けています

市では、 市内の各種団体の集団回収で集められた 「古紙・カン・

びん類」 など資源有価物を回収していただく資源回収業者に対し、

品目により事業協力助成金を交付しています。 ご協力いただける

事業者はご登録をお願いします。

登録資格：市内に事業所または営業所がある資源回収業者

登録受付期間：随時

※４月から回収を行いたい業者は３月中に届け出をしてください。

登録方法：清掃リサイクル課（市役所５階）で配布する「青梅市

資源回収事業協力業者登録届出書」に必要事項を記入

し、清掃リサイクル課へ提出してください。

※届出書は市ホームページからダウンロード可

※届け出は毎年度必要です。

集団回収はごみ減量や資源の有効活用につながります！
★集団回収と は・ ・ ・

自治会、 こども会、 PTA などの各団体が、 家庭から出る古紙 ・

カン ・ 繊維類 ・ びんなどの資源を持ち寄り、 資源回収業者に引き

渡す自主的な資源リサイクル活動です。

ごみの減量や資源の有効利用の推進だけでなく、 地域コミュニ

ティづくりや物を大切にする心を育てることにも役立っています。

また、 青梅市では、 回収量に応じた報償金を交付しており、 こ

の報償金は各団体の活動費として役立てられています。 同時に、

資源物を回収する資源回収業者にも回収量に応じた助成金を交付

し、 地域内で資源物が引き取られやすい仕組みを支援しています。

なお、 集団回収の実施日や回収している資源物は、 各団体で異

なります。

★登録申請について

営利を目的としない、 １０人以上の住民で構成された団体が登

録できます。 申請時に回収品目や代表者、 口座情報等が必要にな

りますので、 詳しくは市ホームページをご確認ください。

また、 報償金を申請するためには毎年度登録が必要です。 令和

５年度に登録していた団体に

ついても再度の登録申請をお

願いします。

★集団回収の回収対象品目は、 上記の表に記載されているものが

基本です。

最近、 集団回収で回収できない品目が排出されていることが見

受けられるとのことですので、 排出の可否は各集団回収実施団

体にお問合せください。

＜報償金の対象品目と基準額＞

品　目 単価
（１kg当たり）

新聞 　９円

雑誌・雑紙 １３円

紙パック １３円

ダンボール １１円

繊維類 １１円

くず鉄類 　８円

アルミ ２０円

１．８Ｌびん １６円

ビールびん（大びん） １６円

その他のびん １５円

　 キャ ッ チフ レ ーズ部門最優秀賞

『しげんはね　むげんにないよ　大切に』
西条　 駿志　 さ ん　（ 若草小学校４ 年生）　

令和５ 年度 小学生ごみ減量化・ 資源リ サイク ル推進作品コ ンク ール

「資源回収事業協力業者」 について

（市ホームページ）

「資源の集団回収」

（市ホームページ）

年度 団体名

平成２８年度

大柳町自治会

千ヶ瀬町第一自治会

令和２年度

裏宿町自治会

森下町自治会

令和５年度 河辺北会館運営委員会

市内の集団回収団体の中で、 右

記の団体がアルミ缶の回収で優秀

な活動実績が認められ、 アルミ缶

一般回収協力者表彰
※
の 「優秀賞」

を受賞されています。

おめでとうございます！
※アルミ缶リサイクル協会が実施。

アルミ缶リサイクル協会とは、 アルミ缶

のリサイクルを推進することで、 資源 ・

エネルギーの有効利用を図り、 空き缶

公害防止による自然環境保護に寄与す

ることを目的としています。



広報おうめ掲載記事

発 行 日 掲 載 内 容

令和 ５年 ４月 １日 ・資源再利用実施団体奨励報償金の交付

・ごみ袋の減免

・リサイクル推進協力店募集中

令和 ５年 ４月１５日 ・５月２日（宵宮祭り）・３日（本祭り）は青梅大祭

・生ごみたい肥化講習会

・燃やすごみの減量にご協力を

令和 ５年 ５月１５日 ・事業所から排出されるごみ

令和 ５年 ６月 １日 ・ごみ減量・資源リサイクルハンドブックの配布は終了しています

令和 ５年 ７月 １日 ・子ども用・成人用おむつの無料収集

・ごみの最終処分について

令和 ５年 ７月１５日 ・バーベキューごみは持ち帰りましょう

・有害ごみはリサイクルセンターに持ち込みできます

・生ごみたい肥化講習会

・ペットボトルの排出方法

・作ってみよう！ポスター＆キャッチフレーズ小学生ごみ減量化・資源リ

サイクル推進作品コンクール

・多摩川１万人の清掃大会

令和 ５年 ８月 １日 ・粗大ごみの出し方

令和 ５年 ８月１５日 ・資源物は地域の集団回収へ

令和 ５年 ９月 １日 ・違法な不用品回収業者にご注意ください

・生ごみからぼかしあえをつくってみませんか？

・三多摩は一つなり交流事業 ごみ処理施設見学とつるつる温泉めぐり

・お～ちゃんフェスタでフードドライブ受付窓口を設置します！

・市で収集・処理できないごみについて

令和 ５年 ９月１５日 ・ご 存 知 で す か ？～高齢者の皆さんへの各種事業等～

令和 ５年１０月 １日 ・資源物ごみ収集カレンダーに広告を掲載しませんか

・紅葉の谷戸沢処分場自然観察会 参加者募集

・３ Ｒ 推進月間・食品ロス削減月間

・青梅市廃棄物減量等推進審議会委員を募集します

令和 ５年１０月１５日 ・まるごと青梅市当日にフードドライブ受付窓口を設置します！



発 行 日 掲 載 内 容

令和 ５年１１月 １日 ・ごみの減量や資源の有効活用にご協力ください

・小学生ごみ減量化・資源リサイクル推進作品コンクール入賞者発表（敬

称略）

・リサイクルセンターで無料回収しているもの

・西多摩衛生組合から環境センター親子イベント～煙突のぼりにチャレ

ンジ！～

・リチウムイオン電池（充電式電池）とその内蔵製品の正しい排出にご協

力を

令和 ５年１１月１５日 ・青梅市リサイクルセンターへのせん定枝持込について

・飼っていた動物の火葬を受け付けています

令和 ５年１２月 １日 ・粗大ごみ受付が混み合っています

・新聞紙・雑誌等資源物の持ち去り防止にご協力を

・粗大ごみ等の不法投棄

令和 ５年１２月１５日 ・ごみ処理施設見学会を実施します！

・年末年始のごみの収集等

令和 ６年 １月 １日 ・外食時の食品ロスを減らしましょう

令和 ６年 ２月 １日 ・資源回収団体説明会

・廃棄物減量等推進審議会

・資源物・ごみ収集カレンダーを配布します

・燃やすごみを減らそう 雑がみの分別とリサイクル

令和 ６年 ２月１５日 ・「リユース活動の促進に向けた連携と協力に関する協定書」を締結しま

した

令和 ６年 ３月 １日 ・引っ越しのごみの排出は計画的に

・音声版・点字版「資源物・ごみ収集カレンダー」を配布します

・市資源回収事業協力業者の登録を受け付けます

令和 ６年 ３月１５日 ・浄化槽清掃費の一部を補助します

・雑がみ収集啓発袋と紙ひもの配布
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